
　

昨
年
末
の
岩
手
県
大
槌
町
を

最
後
に
被
災
市
町
村
の
復
興
計

画
が
出
揃
っ
た
。
沿
岸
部
市
町

村
の
多
く
が
「
検
討
す
る
」
と

明
記
し
た
居
住
区
の
高
台
移
転

の
進
展
に
、
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。

　

資
金
面
に
お
い
て
は
、
政
府

は
全
額
国
庫
負
担
を
決
め
、
地

方
自
治
体
の
高
台
移
転
実
現
に

向
け
た
支
援
を
打
ち
出
し
た
。

具
体
的
に
は
「
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
」
に
お
い
て
「
復
興

計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を
集
団

移
転
す
る
被
災
者
と
合
意
形
成

し
た
上
で
復
興
交
付
金
を
交
付

す
る
」
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
示
し
た
。

　

だ
が
、
実
際
に
は
合
意
形
成

が
難
航
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
現
状
だ
。
沿
岸
部
の
主
要
産

業
で
あ
る
漁
業
従
事
者
の
職
住

分
離
、
移
転
に
伴
う
経
済
的
な

負
担
、
新
興
住
宅
と
地
元
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
地
域
へ

の
愛
着
な
ど
気
持
ち
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
る
。
他
に
も
移
転
先

の
適
地
不
足
の
問
題
や
、
移
転

先
予
定
地
に
よ
っ
て
は
ゼ
ロ
か

ら
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
設
備
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
時
間

と
コ
ス
ト
の
問
題
、
地
域
に

よ
っ
て
は
全
戸
移
転
に
か
か
る

費
用
面
の
問
題
も
あ
る
。

　

課
題
が
多
い
中
で
は
あ
る
が
、

合
意
形
成
を
少
し
で
も
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
は
、
復
興
計
画

策
定
の
段
階
か
ら
行
政
側
と
現

地
の
住
民
が
し
っ
か
り
と
協
議

す
る
こ
と
は
不
可
欠
だ
。
そ
の

た
め
に
各
地
域
で
は
１
ヶ
月
ご

と
に
説
明
会
や
相
談
会
が
開
か

れ
て
い
る
。
多
く
の
自
治
体
で

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
う

し
た
努
力
を
継
続
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
中
、
少
数
だ
が
岩
手

県
野
田
村
や
釜
石
市
唐
丹
町
花

露
辺(

け
ろ
べ)

地
区
な
ど
、

住
民
の
合
意
を
得
て
計
画
を
進

め
て
い
る
地
区
も
出
て
き
て
い

る
。
釜
石
市
は
国
へ
の
交
付
金

申
請
に
先
駆
け
て
、
市
の
財
源

で
高
台
移
転
で
必
要
と
な
る
２

億
２
７
０
０
万
円
を
す
で
に
年

度
内
予
算
で
用
意
し
、
年
度
内

に
も
着
手
す
る
方
針
だ
。

　

民
間
団
体
と
の
連
携
に
よ
る

取
組
み
も
出
て
き
て
い
る
。
岩

手
県
山
田
町
で
は
計
画
策
定
を

外
部
に
委
託
し
て
お
り
、
宮
城

県
女
川
町
の
竹
浦
地
区
で
は
住

民
主
導
で
都
市
計
画
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
を
巻
き
込
ん
で

の
協
議
も
開
始
し
て
い
る
。
ま

た
、
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
中
に

は
、
住
民
と
密
接
な
信
頼
関
係

を
築
い
て
き
た
団
体
も
少
な
く

な
い
。
そ
の
よ
う
な
団
体
と
協

働
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
声
の

す
い
上
げ
や
合
意
形
成
が
よ
り

円
滑
化
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し

た
い
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
カ
タ
リ
バ
（
東
京
都
杉
並

区
）
が
、
岩
手
県
内
で
初
と
な

る
学
習
支
援
の
た
め
の
放
課
後

学
校
「
コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー
ル
」

を
開
校
し
た
。
震
災
に
よ
る
津

波
で
自
宅
や
塾
を
失
っ
た
子
供

た
ち
に
落
ち
着
い
て
学
べ
る
場

を
。
と
い
う
狙
い
で
昨
年
11
月

か
ら
授
業
を
ス
タ
ー
ト
、
１
月

23
日
に
開
校
式
を
行
っ
た
。

　

名
前
は
「
大
槌
臨
学
舎
（
お

お
つ
ち
り
ん
が
く
し
ゃ
）」。
当

面
は
受
験
を
間
近
に
控
え
た
中

学
３
年
生
を
対
象
に
す
る
が
、

今
後
準
備
が
整
い
次
第
対
象
を

小
学
生
、
中
学
１
・
２
年
生
、

高
校
生
に
も
拡
大
し
た
い
と
し

て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
タ
リ
バ
は
昨
年
７

月
か
ら
宮
城
県
女
川
町
で
コ
ラ

ボ
・
ス
ク
ー
ル
「
女
川
向
学
館

員
会
や
学
校
、
地
元
の
人
々
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
働

（
コ
ラ
ボ
）
す
る
運
営
の
形
に
注

目
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

＝
４
・
５
面
の
【
特
集
】
へ

（
お
な
が
わ
こ
う
が
く
か
ん
）」

を
運
営
、
今
回
の
大
槌
臨
学
舎

は
２
校
目
と
な
る
。

　

町
の
教
育
長
が
つ
け
て
く
れ

た
学
校
名
の
「
臨
」
の
字
に
は

「
学
び
に
向
き
合
う
」「
今
の
自

分
に
向
き
合
う
」「
震
災
に
向

き
合
う
」
強
い
子
に
育
つ
よ
う

に
と
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

被
災
し
た
地
元
の
塾
講
師
を

雇
用
す
る
ほ
か
、
町
の
教
育
委

　

復
興
事
業
を
統
括
す
る
復
興

庁
が
２
月
10
日
に
発
足
す
る
。

　

東
京
に
本
庁
を
置
き
、
盛
岡
、

仙
台
、
福
島
３
市
に
復
興
局
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
出
先
機

関
と
な
る
支
所
を
青
森
県
八
戸

市
、
岩
手
県
宮
古
市
・
釜
石
市
、

宮
城
県
石
巻
市
・
気
仙
沼
市
、

福
島
県
南
相
馬
市
・
い
わ
き
市
、

茨
城
県
水
戸
市
に
新
設
す
る
。

発
足
時
の
人
員
は
常
勤
職

員
で
約
２
５
０
名
の
予
定
。

　

役
割
は
被
災
自
治
体
へ

の
一
元
的
な
窓
口
機
能
と

一
括
で
の
予
算
請
求
お
よ

び
配
分
機
能
。「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
迅
速
な
復
興
事

業
の
推
進
」
が
期
待
さ
れ

る
が
、
実
際
の
事
業
執
行

は
各
府
省
の
出
先
機
関
と

な
る
た
め
、
省
庁
間
の
縦

割
り
を
排
し
て
ど
こ
ま
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
復
興
事
業
を
推
進

で
き
る
か
が
焦
点
に
な
る
。

　

重
要
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
雇
用
確
保
や
住
宅

再
建
、
が
れ
き
広
域
処
理
な
ど

い
ず
れ
も
迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
も
の
。
発
足
ま
で
の
ス

ピ
ー
ド
に
批
判
が
あ
っ
た
が
、

新
体
制
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

「防災集団移転促進事業」（国土交通省）より作成

２０１２年度復興庁予算概要

受験目前。学びの熱あふれる教室。

※①１月３１日現在、国土交通省調べ　②
１月３１日現在、③ 1 月２６日現在、とも
に政府・東日本大震災復興対策本部調べ

① 応急仮設住宅戸数
② 借り上げ民間賃貸住宅・入居戸数
③ 県外への避難者数

岩手県
①１３，９８４戸
②０３，８０１戸
③０１，５７２人

宮城県
①２２，０９５戸
②２５，７８８戸
③０８，６１９人

福島県
①１６，３１２戸
②２５，０３１戸
③６０，９３２人

数字から見る被災者

市
町
村
復
興
計
画
出
揃
う

住
民
と
の
合
意
形
成
に
課
題

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
団
体
と
の
連
携
で
円
滑
化
を

放
課
後
学
校「
コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー
ル
」

女
川
に
続
く
２
校
目
、
大
槌
で
開
校
式

２
月
10
日
復
興
庁
始
動
へ

求
め
ら
れ
る
ス
ピ
ー
ド　

縦
割
り
排
除
が
焦
点

高台移転
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１月１６日～２月２日

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
や

産
業
復
興
な
ど
、
中
長
期
的
な

事
業
支
援
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
減
少
す

る
中
、
次
の
支
援
の
担
い
手
と

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
団
体
へ
の
期
待

は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
人
材

の
募
集
・
派
遣
に
課
題
を
抱
え

て
い
る
の
が
実
状
だ
。
被
災
地

で
創
出
さ
れ
て
い
る
事
業
は
幅

広
く
、
求
め
る
人
材
の
要
件
も

多
様
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
企
画
宣
伝
、
Ｉ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
専
門
性
や
実
践

力
の
あ
る
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　

人
材
獲
得
に
成
功
し
て
い
る
一

部
の
団
体
か
ら
学
べ
る
の
は
、

外
部
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
と
情
報

発
信
の
強
化
だ
。
プ
ロ
ボ
ノ
や

中
長
期
人
材
の
斡
旋
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
積
極

的
な
情
報
発
信
で
関
心
を
高
め
、

外
部
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
。
本
業
以
外
の
取
組

み
に
よ
っ
て
差
が
出
て
き
て
い
る
。

　

現
在
、
被
災
３

県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
登
録

者
数
は
２
万
人
。

ピ
ー
ク
で
あ
っ
た

昨
年
５
月
の
約
17

万
人
か
ら
、
お
お

よ
そ
８
分
の
１
に

減
少
し
て
い
る
。

瓦
礫
撤
去
や
漁
業

支
援
な
ど
、
未
だ

人
手
が
必
要
な
地

域
が
あ
る
も
の
の
、
震
災
か
ら

10
ヶ
月
が
経
過
し
、
緊
急
の
救

援
に
大
量
の
人
数
で
対
応
し
て

き
た
時
期
か
ら
は
支
援
ニ
ー
ズ

が
変
化
し
て
き
て
い
る
。
現
在

●
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー「
東

日
本
大
震
災
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
応
援

基
金
」（
第
２
期
）第
２
回
助
成

【
対
象
団
体
】次
の（
１
）（
２
）い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
団
体
。法

人
格
の
有
無
や
種
類
は
不
問
。

任
意
団
体
も
可
。

（
１
）岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県

に
お
い
て
被
災
者
の
生
活
再
建

を
支
援
す
る「
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」。

（
２
）（
１
）の
団
体
の「
現
地
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
組
織
」ま
た
は「
現
地

中
間
支
援
組
織
」。

【
対
象
事
業
】「
被
災
者
の
生
活

再
建
を
支
援
す
る
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
組
織
基
盤
強
化
」を
テ
ー
マ
に
、

人
件
費
を
含
め
組
織
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
を

助
成
。助
成
期
間
は
２
０
１
２

年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
以
内
。

【
助
成
金
額
】１
件
当
た
り
５
０

０
万
円
以
内

【
提
出
書
類
】応
募
用
紙 

※

http://www.jnpoc.ne.jp/
?p=1994 

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

【
応
募
方
法
】郵
送
。送
付
先
は

「
問
い
合
わ
せ
」を
参
照
。

【
応
募
締
切
】第
２
回
助
成
は
２

０
１
２
年
２
月
29
日（
水
）。た

だ
し
、第
２
期
は
８
月
31
日
ま

で
応
募
を
随
時
受
け
付
け
。

【
問
い
合
わ
せ
】特
定
非
営
利
活

動
法
人
市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン

ド（
担
当:

坂
本
・
武
藤
）

〒
１
０
０
―
０
０
０
４　

東
京

都
千
代
田
区
大
手
町
２
―
２
―

１
新
大
手
町
ビ
ル
２
６
７
―
Ｂ　

℡03(3510)1221　
Ｅ
メ
ー

ル　

ksakam
oto@civilfund.

org

「復興事業局」新設　仙台市
宮城県仙台市は４月に「復興事業
局」を設置すると発表。縦割りを
排した体制で復興関連業務の迅
速な遂行を目指す。

「震災復興部」新設　石巻市
宮城県石巻市が復興計画早期実
現へ向け「震災復興部」を新設。
従来の復興対策室と建設部基盤
整備課は廃止し４課４０人体制。

堤防復旧工事着手　仙台南部
国土交通省は仙台南部の海岸堤
防の復旧工事に着手。本格復旧
工事は被災３県で初めて。堤防の
高さは７.２メートルに統一。

３県に１００人の復興支援員
総務省は仮設住宅の見守りや地域
再生活動を行う「復興支援員」を
設置すると発表。２０１２年度から
１００人規模。

「東北復興博」６県に２８ゾーン
東北復興博実行委員は６県に２８
の観光ゾーンを設けると発表。開
催期間は３月１８日から約１年間。

「復興起業家支援協議会」発足
被災地活動の１４団体・企業により

「復興起業家支援協議会」が発足。
参加団体の連携で起業家育成のし
くみづくりを目指す。

大槌漁協年度内再スタート
経営破綻した岩手県大槌町漁協の
事業を引き継ぐ「新おおつち漁協」
が始動。年度内の設立を目指す。

早取りワカメ初出荷　宮古
養殖ワカメ水揚げ日本一の岩手県
宮古市、重茂漁協で昨年７月に種
付けした早取りワカメが水揚げさ
れ、初出荷が行われた。

ホッキ漁再開　亘理町
宮城県亘理町の荒浜漁港でホッキ
漁が再開。漁は３月末まで続く予
定。事前調査で放射線セシウムは
微量に留まった。

警戒区域海域でモニタリング
東京電力は２月～４月に福島第一
原子力発電所２０キロ県内の警戒
区域の海域で魚介類モニタリング
調査を行うと発表。

除染ロードマップ公表
環境庁は警戒区域と計画的避難
区域の除染工程表を公表。現在年
５０mSv 以下の地域は、２０１４年
３月までに居住可能な２０mSv 以
下にするとした。

原発事故調　７月最終報告
政府の事故調査・検証委員会は７
月の最終報告を発表。事故直後
の官邸の意思決定や原子力安全委
員会の動きなどが焦点。

５月「東北六魂祭」盛岡で開催
東北６県の夏祭りが集まる「東北
六魂祭」が５月 26、27 日に盛岡
で行われる。今年が２回目、来場
２０万人を見込む。

会津大復興支援センター設置へ
ＩＴ専門大学の会津大が復興支
援センター（仮）構想を発 表。
２０１４年には「先端ＩＴクラウドセ
ンター」の新設も。

水産復興の研究拠点新設へ
岩手大学は水産業復興へ向けた
研究拠点「三陸復興推進センター
( 仮 )」を釜石市に新設すると発表。
２０１３年３月開所目標。

●「
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
企

画
支
援
事
業
」

【
対
象
団
体
】市
街
地
に
お
い
て

地
域
の
活
性
化
、ま
ち
づ
く
り

な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

ま
た
は
行
お
う
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

協
議
会
、組
合
、任
意
団
体
な
ど
。

法
人
格
の
有
無
は
不
問
。

【
対
象
事
業
】活
動
対
象
地
区
に

お
い
て
、地
区
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
。事

業
内
容
に
は
制
限
を
設
け
な
い

が
、地
区
活
性
化
の
意
欲
が
感

じ
ら
れ
る
こ
と
、創
意
工
夫
に
富

む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

【
補
助
金
額
】総
額
１
０
０
万
円

（
た
だ
し
複
数
の
事
業
が
選
定

さ
れ
た
場
合
は
あ
わ
せ
て
１
０

０
万
円
の
範
囲
内
）。

【
提
出
書
類
】
申
込
書 

※

http://urca.or.jp/info/m
ac

hishien/index.htm
l 

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド　

【
応
募
方
法
】郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
。宛
先
は「
問
い
合
わ
せ
」

を
参
照
。

【
応
募
締
切
】２
０
１
２
年
２
月

29
日（
水
）。郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
。

【
問
い
合
わ
せ
】社
団
法
人
再
開

発
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会

Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
企
画
支

援
事
業
事
務
局（
担
当:

能
田
）　

〒
１
０
５
―
０
０
１
４　

東
京

都
港
区
芝
２
―
３
―
３　

芝
二

丁
目
大
門
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
７
階　

℡03(6400)0261　

 

Ｅ
メ
ー

ル　

jigyou@urca.or.jp

（
応

募
時
の
件
名
は「
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ａ
ま

ち
づ
く
り
企
画
支
援
事
業
応

募
」と
す
る
こ
と
）◎
東
北
復
興

新
聞
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版（http://rise-

tohoku.jp

）で
は
、最
新
の
補

助
金
・
助
成
金
情
報
を
更
新
中
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
各
団
体

の
活
動
情
報
を
発
信
し
、
復
興
に
関

わ
り
た
い
と
考
え
る
若
者
と
現
場
を

つ
な
げ
て
い
く
。

　

こ
の
施
策
は
３
年
ほ
ど
続
け
て
い

き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
メ
イ
ン
で
５
名
、
そ
こ
に
関
連
す

　

東
北
復
興
に
つ
な
が
る
新
た
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
毎
年
１
０
０
０
個
生

み
出
す
「
東
北
１
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
２
月
中
旬
に
立
ち
上
げ
る
。

漁
業
支
援
で
も
教
育
支
援
で
も
、

ジ
ャ
ン
ル
や
規
模
を
問
わ
ず
様
々
な

団
体
の
復
興
支
援
活
動
を
紹
介
す
る

る
人
を
含
め
20
名
か
ら
30
名
が
関
わ

る
こ
と
に
な
る
と
す
る
と
、
３
年
で

10
万
近
い
若
者
た
ち
に
挑
戦
の
場
を

与
え
ら
れ
る
。
被
災
３
県
の
６
０
０

万
人
弱
の
人
口
か
ら
す
る
と
大
き
な

数
字
と
な
る
。

　

多
く
の
社
会
問
題
に
直
面
し
て
い

て
い
る
が
、
実
は
数
多
く
存
在
し
て

い
る
。
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
若
者
が
一

歩
踏
み
出
せ
る
現
場
を
、
被
災
地
の

中
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
次

の
復
興
の
担
い
手
と
な
る
若
者
た
ち

の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

る
現
在
の
東
北
に
は

大
き
な
可
能
性
が
あ

る
。
フ
ェ
ー
ズ
も
変

わ
り
、
関
わ
り
や
す

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

少
な
い
よ
う
に
見
え

　

津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
三
陸
海
岸
の
牡
蠣
生
産
者

を
支
援
し
よ
う
と
、復
興
後
の

牡
蠣
を
事
前
購
入
す
る
形
で
資

金
を
募
る
牡
蠣
復
興
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「SAVE SANRIKU 

OYSTERS

」。１
口
１
万
円
の
小

口
オ
ー
ナ
ー
を
募
り
、資
金
を

養
殖
い
か
だ
な
ど
の
資
材
や
種

牡
蠣
購
入
に
充
て
牡
蠣
業
者
を

支
援
、出
荷
が
再
開
さ
れ
次
第

１
口
あ
た
り
殻
つ
き
生
牡
蠣
約

20
個
が
オ
ー
ナ
ー
に
届
く
仕
組

み
だ
。運
営
す
る
の
は
元
々
全

国
の
牡
蠣
を
ネ
ッ
ト
販
売
し
て

い
た
㈱
ア
イ
リ
ン
ク（
仙
台
市
）。

社
長
の
齋
藤
浩
昭
さ
ん
は
震
災

後
３
月
26
日
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
足
し
た
。そ
の
早
さ
は
、夏

ま
で
に
養
殖
で
き
な
い
分
は
来

年
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危

機
感
か
ら
。現
地
は
ま
だ「
復

興
」と
い
う
言
葉
を
口
に
で
き
な

い
よ
う
な
状
況
の
中
毎
日
被
災

地
の
牡
蠣
業
者
を
回
り
、漁
師

被災３県災害ボランティアセンター登録者数（1 月現在）
全社協調べ（http://www.saigaivc.com/）

情
報
発
信
を
強
化
し
人
材
獲
得

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状
と
今
後
の
展
望

人材確保

政策

原子力・放射能

その他

生活・街づくり

雇用・産業復興

渡
わ た な べ  か ず ま

辺一馬さん
一般社団法人ワカツク代
表理事、せんだい・みや
ぎＮＰＯセンター理事

復
興
に
つ
な
が
る
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

３
年
間
で
３
０
０
０
個
生
み
出
す
。

の
ニ
ー
ズ
を
拾
い
、入
手
困
難
に

な
っ
て
い
た
ロ
ー
プ
な
ど
の
資
材

購
入
の
た
め
に
全
国
を
駆
け

回
っ
た
。

　

成
育
に
２
年
～
３
年
か
か
る

牡
蠣
。出
荷
の
時
期
は
約
束
で

き
な
い
と
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
申
し
込
み
者
か
ら
は「
い
つ

ま
で
も
待
ち
ま
す
」な
ど
熱
い

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
絶
え
な
い
。

１
月
15
日
現
在
、オ
ー
ナ
ー
数

約
２
万
人
、申
し
込
み
口
数
約

２
万
７
千
口
。支
援
し
た
生
産

者
人
数
は
岩
手
・
宮
城
の
計
13

エ
リ
ア
で
２
７
７
名
、支
援
金

額
は
１
億
８
０
０
万
円
あ
ま
り

に
な
る
。支
援
に
使
用
し
た
購

入
品
、支
援
先
、金
額
等
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
随
時
報
告
。こ
の

透
明
性
も
信
頼
を
得
て
い
る
。

ま
た
、資
金
の
30
％
は
送
料
、通

信
費
、取
材
費
な
ど
の
自
社
経

費
と
し
て
い
る
点
も
明
確
に
す

る
。齋
藤
さ
ん
は
企
業
を
経
営

す
る
立
場
と
し
て
事
業
の
継
続

性
を
重
要
視
し
た
。２
万
人
を

超
え
る
オ
ー
ナ
ー
へ
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
情
報
発
信
に
現
地
へ

の
細
か
な
支
援
。「
無
償
だ
っ
た

ら
１
ヶ
月
と
も
た
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
」と
振
り
返
る
。

　

齋
藤
社
長
に
は
、復
旧
に
留

ま
ら
な
い
将
来
へ
の
夢
が
あ
る
。

「
三
陸
牡
蠣
の
養
殖
業
を
震
災

前
よ
り
は
る
か
に
い
い
状
態
に

し
た
い
」。そ
の
た
め
に
む
き
身

中
心
か
ら
、殻
つ
き
中
心
に
し
た

養
殖
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
づ
く
り
に

挑
戦
し
た
い
と
言
う
。現
在
の

日
本
の
市
場
で
は
、む
き
身
牡

蠣
は
手
間
を
か
け
て
い
る
に
も

７
６
と
全
国（
０
・
６
９
）に
比

べ
高
い
水
準
に
も
関
わ
ら
ず
、就

職
件
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

職
種
や
雇
用
形
態
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
や
、求
人
の
多
く
が
建
設
、土

木
関
係
で
あ
り
、女
性
向
け
の

仕
事
が
少
な
い
点
な
ど
が
原
因

税
優
遇
等
を
柱
と
し
た
復
興
特

区
制
度
や
、地
域
経
済
の
再
生

に
よ
る
雇
用
創
出
を
目
的
と
し

た
企
業
支
援
施
策
、職
業
訓
練

等
の
拡
充
に
よ
る
復
興
人
材
育

成
事
業
等
、広
範
囲
で
大
規
模

な
取
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
課
題
は
雇
用
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
あ
る
と
の
指
摘
も
多
い
。

１
月
末
発
表
の
厚
労
省
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、被
災
三
県
の
有
効

求
人
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

有
効
求
人
倍
率
も
12
月
で
０
・

　

岩
手
、宮
城
、福
島
の
３
県
で

は
、震
災
の
特
例
等
に
よ
り
失

業
手
当
の
給
付
が
延
長
さ
れ
て

き
た
が
、１
月
よ
り
い
よ
い
よ
給

付
期
間
が
終
了
す
る
人
が
出
始

め
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
２

月
末
ま
で
に
約
４
０
０
０
人
の

給
付
が
終
了
す
る
と
し
て
い
る

が
、１
月
12
、13
日
に
失
業
手
当

が
切
れ
た
６
３
０
人
の
う
ち

27
％
に
あ
た
る
１
７
１
人
の
就

職
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と

も
判
明
し
た
。昨
年
12
月
末
時

点
で
の
失
業
手
当
受
給
者
数
は

６
１
、７
０
２
人
、被
災
住
民
が

生
活
困
窮
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
に
も
、今
後
の
雇
用
対
策

は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

政
府
の
取
り
組
み
と
し
て
厚

労
省
が
進
め
て
い
る
の
は『「
日

本
は
ひ
と
つ
」し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』。こ
れ
ま
で
に
３
万
人
近

い
雇
用
を
生
み
出
し
た
雇
用
創

出
基
金
事
業
を
は
じ
め
、法
人

と
考
え
ら
れ
る
。

　

民
間
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
に

よ
る
雇
用
問
題
解
決
へ
向
け
た

施
策
が
開
始
し
て
い
る
が
、官

民
挙
げ
て
の
雇
用
創
出
お
よ
び

雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
向
上
へ
向
け

た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

「日本一の牡蠣好き」を自負する齋藤さん。

民 間 企 業 だ か ら で き る こ と
復 興 牡 蠣 フ ァ ン ド の 挑 戦

関
わ
ら
ず
殻
つ
き
よ
り
も
単
価

が
低
い
。殻
つ
き
牡
蠣
を
生
産
し

流
通
が
う
ま
く
い
け
ば
漁
業
者

の
収
入
が
上
が
り
、若
手
が
増

え
る
。オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
だ
け
で

な
く
普
通
の
ス
ー
パ
ー
で
売
ら

れ
普
通
に
買
わ
れ
る
文
化
を
作

り
た
い
、『
殻
ガ
キ
革
命
』を
起

こ
し
た
い
と
意
欲
を
燃
や
す
。

　

ま
た
そ
の
目
は
世
界
を
向
い

て
い
る
。殻
つ
き
牡
蠣
が
主
流
で

あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
養
殖
方
式
に

着
目
。昨
年
夏
、帆
立
貝
で
は
な

く
特
製
の
デ
ィ
ス
ク
へ
の
種
付
け

に
挑
戦
し
た
。10
月
に
は
三
陸

の
漁
業
者
を
連
れ
フ
ラ
ン
ス
を

視
察
、複
数
の
浜
の
若
手
漁
業

者
と
新
方
式
で
の
殻
つ
き
牡
蠣

づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
、最

近
は
新
会
社
も
立
ち
上
げ
た
。

将
来
は
良
質
な
日
本
の
牡
蠣
を

価
値
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て

輸
出
で
き
れ
ば
漁
業
者
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
る
、

と
齋
藤
さ
ん
の
夢
は
尽
き
な
い
。

事業とマーケットの改革で未来へ

失
業
給
付
切
れ
始
ま
る

失
業
手
当
受
給
者
６
万
人　

雇
用
対
策
が
急
務

１月３１日厚生労働省発表資料より作成

被災 3 県の雇用状況

漁業

　

元
々
イ
ン
タ
ー
ン
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
を

経
営
し
て
い
た
。
震
災
直
後
か
ら
支

援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
等
、
外
部
と
現
地
の
コ
ー
デ
ィ

関
わ
る
た
め
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

ネ
ー
ト
を
行
い
、
そ

の
延
長
で
７
月
に
ワ

カ
ツ
ク
を
立
ち
上
げ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
を
始
め
と
し
た
、

若
者
が
支
援
活
動
に

　

長
い
復
興
の
道
の
り
を
支
え
る
人

材
の
育
成
が
重
要
課
題
だ
ろ
う
。
求

め
ら
れ
る
の
は
、
当
事
者
意
識
と
主

体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
持
っ
た
、

Ｑ・
今
ま
で
の
活
動
内
容
は
？

Ｑ・
復
興
の
課
題
を
ど
う
見
る
？

る
中
で
、
長
期
的
に
活
動
を
続
け
る

た
め
の
資
金
や
人
材
確
保
の
課
題
も

顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。
世
の
中
の

関
心
も
薄
れ
て
行
く
中
、
各
団
体
の

情
報
発
信
力
が
よ
り
問
わ
れ
て
い
る
。

特
に
若
い
世
代
の
関
与
だ
。
例
え
ば

行
政
や
政
府
の
文
句
を
言
う
だ
け
で

な
く
、
自
分
で
な
ん
と
か
し
よ
う
、

ど
う
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
か
と

前
向
き
に
取
り
組
む
若
者
た
ち
を
育

て
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
震
災
後
約
１
年
が
経
過
す

Ｑ・
解
決
へ
向
け
た
具
体
策
は
？
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　ＮＰＯカタリバの取り組み

　
「
災
害
で
夢
や
進
学
を
諦
め
る
子
供
を
う
ま
な
い
た
め
に
」。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
タ
リ
バ
が
「
コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー
ル
」
で
挑
戦
し
た
の

は
、
行
政
・
民
間
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地
元
民
が
垣
根
を
越
え
て
協

力
し
創
り
あ
げ
る
学
び
の
場
の
実
現
だ
っ
た
。

　

昨
年
７
月
の
宮
城
県
女
川
町
に
続
き
、
12
月
に
は
岩
手
県

大
槌
町
に
第
二
校
目
を
開
校
。
一
朝
一
夕
に
は
ゆ
か
な
い
教
育

と
い
う
領
域
で
挑
戦
を
続
け
る
カ
タ
リ
バ
の
活
動
に
注
目
し
た
。

　

17
時
過
ぎ
、
女
川
第
一
小
学

校
。
校
庭
の
仮
設
住
宅
横
に
大

型
バ
ス
２
台
が
停
車
し
た
。
バ

ス
を
降
り
た
子
供
た
ち
は
我
先

に
校
舎
へ
と
駆
け
て
ゆ
く
。
昇

降
口
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子

供
た
ち
を
笑
顔
で
迎
え
る
。
こ

こ
は
、
被
災
し
た
子
供
た
ち
の

放
課
後
の
学
習
を
支
援
す
る
場

「
コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー
ル 

女
川
向

学
館
」
だ
。
現
在
町
の
小
中
学

生
の
３
分
の
１
に
当
た
る
、
２

３
０
人
が
通
っ
て
い
る
。

　

運
営
す
る
の
は
首
都
圏
を
中

心
に
高
校
生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
手
が
け
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
タ

リ
バ
」。
授
業
は
無
料
で
、
16

時
か
ら
21
時
で
４
コ
マ
、
週
６

日
。
指
導
に
あ
た
る
の
は
震
災

前
に
地
元
で
学
習
塾
を
経
営
し

て
い
た
講
師
ら
12
人
だ
。
一
番

の
特
長
は
、
コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー

ル
の
名
の
と
お
り
、
塾
講
師
・

教
育
委
員
会
・
校
長
会
・
学

校
・
父
母
・
住
民
と
い
っ
た
地

元
の
人
々
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
運
営
ス
タ
ッ
フ
・
寄
付
者
な

ど
の
外
部
か
ら
の
人
々
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
創
り

あ
げ
て
い
る
点
に
あ
る
。

　

カ
タ
リ
バ
代
表
の
今
村
久
美

さ
ん
は
震
災
後
、
４
月
15
日
に

被
災
地
へ
入
っ
た
。
何
が
で
き

る
の
か
、
避
難
所
で
一
緒
に
生

活
を
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
多

く
の
人
に
話
を
聞
き
回
っ
た
。

　

５
月
、
あ
る
風
景
が
彼
女
を

立
ち
止
ま
ら
せ
る
。
公
園
の
炊

き
出
し
の
裏
手
で
、
営
業
を
開

始
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
ま
っ
た

く
客
の
入
っ
て
い
な
い
飲
食
店
。

支
援
の
中
に
隠
れ
る
ひ
ず
み
を

感
じ
た
と
い
う
。
短
期
的
に
喜

ば
れ
て
も
、
長
期
的
に
は
現
地

を
苦
し
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し

た
く
な
い
。
最
初
の
頃
は
、
た

く
さ
ん
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
バ
ス
で
巡
回
す
る
よ
う
な
教

育
支
援
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

が
、
違
う
と
感
じ
た
。
地
域
に

は
昔
か
ら
学
習
塾
が
あ
り
、
経

済
性
を
伴
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

子
供
か
ら
見
て
も
、
大
人
に

な
っ
て
も
会
い
に
い
け
る
よ
う
な

身
近
な
関
係
を
教
師
と
作
れ
る

方
が
、
長
期
的
に
は
価
値
が
あ

る
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
、

地
元
の
塾
講
師
を
雇
用
し
た
、

放
課
後
学
校
だ
っ
た
。
こ
れ
な

ら
将
来
講
師
が
地
元
で
塾
を
再

開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

自
然
に
生
徒
が
集
ま
る
よ
う
な

繋
が
り
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
ん
な
と
き
、
あ
る
噂
を
聞

き
つ
け
女
川
町
へ
。
住
居
倒
壊

率
83
％
、
建
物
は
ほ
ぼ
残
っ
て

お
ら
ず
、
学
習
塾
も
９
割
流
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た

の
は
、
被
災
し
住
居
も
塾
も

失
っ
た
講
師
が
、
寺
や
避
難
所

な
ど
で
無
償
で
勉
強
を
教
え
て

い
る
姿
。
そ
れ
が
現
在
向
学
館

で
教
鞭
を
取
る
講
師
た
ち
と
の

最
初
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　

も
う
１
つ
は
、
女
川
町
教
育

委
員
会
の
教
育
長
、
い
わ
ば
行

政
の
キ
ー
マ
ン
と
の
出
会
い
。

教
育
長
は
今
村
さ
ん
の
提
案
書

を
見
る
と
「
今
は
子
供
た
ち
の

た
め
に
リ
ス
ク
を
と
ら
な
い
方

が
リ
ス
ク
。
前
例
が
な
い
試
み

で
は
あ
る
け
ど
、
ぜ
ひ
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
、
す
ぐ
に
以
前

あ
っ
た
学
習
塾
を
調
べ
繋
げ
て

く
れ
た
。
そ
の
後
教
育
委
員
会

や
校
長
会
、
地
元
の
人
々
と
協

力
の
輪
が
広
が
り
、
生
徒
の
募

集
は
学
校
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。

　

自
分
た
ち
の
強
み
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
現
地
の
ニ
ー

ズ
に
答
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

ま
ず
は
、
１
つ
。
小
さ
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
組
織
と
し
て
、
小
さ
く
始
め

て
成
功
モ
デ
ル
を
作
り
、
そ
れ

を
大
き
く
発
信
す
る
と
い
う
戦

略
で
被
災
地
全
体
に
貢
献
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

昨
年
７
月
の
開
校
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
も
浮
上
し
て
き
た

が
、
そ
の
つ
ど
皆
で
話
し
合
い

解
決
し
て
い
っ
た
。
60
代
の
講

師
か
ら
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま

で
老
若
男
女
が
席
を
並
べ
る
職

員
室
に
は
、
互
い
を
尊
重
し
あ

う
調
和
の
空
気
が
流
れ
て
い
る
。

現
場
を
見
な
が
ら
必
要
に
応
じ

柔
軟
に
対
応
。
そ
の
一
つ
が
個

別
指
導
の
導
入
だ
っ
た
。
授
業

に
つ
い
て
い
け
な
い
生
徒
が
出
て

き
た
た
め
、
当
初
は
長
期
的
に

関
わ
れ
る
人
を
求
め
て
い
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、
１
週
間
交
代

の
短
期
募
集
に
変
え
敷
居
を
下

げ
る
こ
と
で
増
員
し
、
受
験
を

控
え
た
中
学
３
年
生
の
個
別
指

導
を
開
始
し
た
。
成
果
は
徐
々

に
現
れ
、
模
試
で
前
回
の
２
倍

の
点
数
を
取
る
生
徒
や
順
位
を

大
幅
に
上
げ
る
生
徒
も
。
成
績

以
外
に
も
、
学
習
態
度
が
改
善

し
た
生
徒
や
、
自
分
の
悩
み
を

打
ち
明
け
精
神
的
に
落
ち
着
い

て
い
く
生
徒
も
現
れ
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
や
り
が
い
を
感
じ
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る

人
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

カ
タ
リ
バ
ス
タ
ッ
フ
の
松
本

真
理
子
さ
ん
は
語
る
。「
た
と

え
短
期
で
も
、
色
々
な
人
に
来

て
ほ
し
い
で
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
教
え
て
く
れ
る
人
へ
の

憧
れ
で
も
、
意
地
で
も
い
い
。

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
日
常

的
に
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
こ

と
で
、
地
元
に
居
た
ら
出
会
わ

な
か
っ
た
よ
う
な
経
験
を
持
っ

た
人
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
刺
激
が
生
き
方
の
選
択
肢

を
増
や
す
こ
と
や
未
来
へ
の
希

望
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」。

波
・
火
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
大
槌
町
。
住
居

倒
壊
率
は
64
・
６
％
と
被
災
地

で
３
番
目
に
高
い
。

　

昨
年
12
月
、
こ
の
地
に
念
願

の
コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー
ル
２
校
目

「
大
槌
臨
学
舎
」
が
開
校
し
た
。

中
学
３
年
生
約
80
名
の
生
徒
に

対
し
、
元
塾
講
師
２
名
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
５
名
、
ス
タ
ッ
フ
数

名
と
い
う
体
勢
で
ス
タ
ー
ト
。

講
師
が
教
え
る
教
科
は
英
・
数

で
、
他
は
新
し
く
導
入
し
た
パ

ソ
コ
ン
で
勉
強
で
き
る
教
材
と

個
別
指
導
で
学
習
す
る
。

　

受
験
目
前
で
あ
る
中
学
３
年

生
の
学
習
支
援
と
い
う
こ
と
で

取
っ
た
施
策
が
あ
る
。
ま
ず
生

徒
の
学
力
に
合
わ
せ
ク
ラ
ス
を

基
礎
・
応
用
・
発
展
で
分
け
た

点
。
ク
ラ
ス
分
け
は
親
に
直
近

の
試
験
の
点
数
を
提
出
し
て
も

ら
い
、
学
校
の
教
師
と
相
談
し

て
決
定
し
た
。
次
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
と
し
て
、
最
初

に
生
徒
全
員
に
志
望
理
由
書
を

書
い
て
も
ら
っ
た
。
志
望
校
名

を
書
い
た
生
徒
や
、「
看
護
士

に
な
り
た
い
」
な
ど
将
来
の
夢

を
書
い
た
生
徒
も
。
目
標
を
明

確
に
し
、
そ
れ
を
表
明
を
す
る

こ
と
で
学
習
意
欲
を
喚
起
し
た

か
っ
た
。
さ
ら
に
来
賓
を
招
い

て
の
開
校
式
を
行
い
、
多
く
の

人
の
好
意
と
応
援
の
気
持
ち
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
学
校
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
。

結
果
生
徒
は
熱
心
に
勉
強
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
小
柳
徹
朗
さ
ん
は

「
今
後
対
象
を
小
学
生
か
ら
高

校
生
ま
で
に
広
げ
た
い
。
ま
ず

は
目
標
３
年
間
、
そ
の
後
は
地

元
の
方
々
と
協
議
し
な
が
ら
、

運
営
を
地
元
に
引
き
継
ぐ
の
か
、

継
続
す
る
の
か
、
よ
い
形
を

探
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

カ
タ
リ
バ
が
目
指
す
の
は
、

子
供
た
ち
の
高
校
・
大
学
へ
の

合
格
で
は
な
い
と
い
う
。
多
く

を
失
っ
た
地
域
に
新
し
い
産
業

を
生
み
出
せ
る
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
こ
と
、
10
年
後
の
日
本

に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る

人
材
を
被
災
地
か
ら
輩
出
す
る

こ
と
。
長
く
、
険
し
い
道
の
り

に
カ
タ
リ
バ
は
挑
む
。
地
域
の

人
々
を
手
を
結
び
な
が
ら
。

（上から）会場は空き校舎となっていた女川第一小学校。／全国から
支援された教材が並ぶ自習室。／廊下にはボランティアの自己紹介
ポスターが。／教師・スタッフ・ボランティアが机を並べる職員室。

津波で多くを流された大槌の町の一角に残った「上町（かみちょう）
ふれあいセンター」が教室だ（上２枚）。専用の送迎バスで週６日通
う生徒たちを、温かな光が迎える（下２枚）。

時
間
を
計
り
な
が
ら
暗
算
問
題
を
解
く

小
学
生
た
ち
（
右
・
中
）。
中
学
生
の
数

学
の
授
業
で
は
講
師
が
理
解
度
を
確
か

め
つ
つ
丁
寧
に
解
説
し
て
い
た
（
左
）。

地
元
の
塾
講
師
は
２
名
、
加
え
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
カ
タ
リ
バ
の
ス
タ
ッ
フ
、

総
動
員
で
勉
強
を
教
え
る
。
教
室
い
っ

ぱ
い
に
学
び
の
空
気
が
満
ち
て
い
る
。

地域密着型の放課後学校 「コラボ・スクール」とは
【特集】被災した児童・生徒の学力向上に向き合う

宮城県女川町
＜女

お な が わ こ う が く か ん

川向学館＞
岩手県大槌町
＜大

お お つ ち り ん が く し ゃ

槌臨学舎＞
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女
川
町
と
同
様
、
震
災
・
津

地域の今と未来に必要なものを

目標は地域を変える人材の育成

２
３
０
人
が
学
ぶ

放
課
後
学
校

ニ
ー
ズ
を
知
り
、

カ
タ
チ
を
探
る

現
場
を
見
て

方
向
転
換
も

経
験
も
な
い
、

前
例
も
な
い

受
験
生
対
象
に

第
二
校
目
開
校



①

復興の友たちへ
オピニオン

②

　
「
狭
い
場
所
で
動
か
な
い
生

活
を
続
け
る
こ
と
は
、
生
死
に

か
か
わ
る
問
題
で
す
」
と
、
被

災
地
の
高
齢
者
の
健
康
を
危
惧

す
る
の
は
、
鹿
屋
体
育
大
学
学

長
の
福
永
哲
夫
先
生
。

　

被
災
し
て
自
宅
に
は
住
め
な

く
な
り
、
仮
設
住
宅
や
民
間
借

り
上
げ
住
宅
な
ど
へ
入
居
し
生

活
を
し
て
い
る
多
く
の
人
々
。

現
場
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
、

慣
れ
な
い
環
境
で
引
き
こ
も
り

が
ち
に
な
る
こ
と
、
特
に
高
齢

者
は
運
動
不
足
が
心
配
さ
れ
て

い
る
。
孤
立
や
、
果
て
は
孤
独

死
を
問
題
視
す
る
声
は
よ
く
聞

か
れ
る
が
、
実
は
侮
れ
な
い
の

が
、
運
動
不
足
に
よ
る
老
化
の

進
行
や
骨
折
な
ど
の
事
故
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
早
く
か
ら
高
齢

者
と
一
緒
に
歩
む
方
法
を
模
索

す
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
姿
も
あ

る
。
そ
の
中
の
一
人
が
、
福
島

県
の
南
相
馬
で
活
動
す
る
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
は
ら
ま
ち
ク
ラ
ブ

理
事
長
、
江
本
節
子
さ
ん
。
昨

年
11
月
よ
り
定
期
的
に
市
民
を

集
め
、
集
会
場
で
福
永
哲
夫
先

生
が
提
唱
す
る
「
貯
筋
運
動
教

療
費
の
負
担
が
増
大
す
る
可
能

性
も
秘
め
て
い
る
。
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
、
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け

る
こ
と
で
筋
力
を
貯
め
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
で

す
。
特
別
な
器
具
は
不
要
、
膝

や
腰
に
痛
み
が
あ
る
人
で
も
、

出
来
る
範
囲
で
行
う
も
の
で
す

室
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
「
貯
筋
運
動
は
、
生
き
て
い

く
の
に
最
低
限
必
要
な
筋
肉
を

減
ら
さ
な
い
た
め
の
運
動
で
す
。

筋
力
低
下
は
、
骨
折
や
、
寝
た

き
り
に
な
り
入
院
す
る
な
ど
医

か
ら
、
強
度
も
自
分
で
変
え
ら

れ
ま
す
」
と
話
す
、
貯
筋
運
動

の
提
唱
者
、
福
永
哲
夫
先
生
は
、

と
に
か
く
身
体
を
毎
日
、
き
ち

ん
と
動
か
す
こ
と
が
大
事
、
と

力
説
す
る
。
人
間
が
生
き
て
い

く
た
め
に
最
低
限
必
要
な
大
腿

四
頭
筋
（
太
も
も
の
前
側
の
筋

に
減
り
続
け
て
し
ま
う
の
だ
。

　
「
た
だ
年
齢
の
せ
い
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
筋
肉
は
70
歳
に

な
っ
て
も
増
え
続
け
ま
す
。
少

し
ず
つ
で
も
毎
日
、
身
体
を
動

か
す
こ
と
が
、
健
康
な
身
体
作

り
の
基
本
で
す
」。
さ
ら
に
筋

肉
を
意
識
し
て
動
か
す
こ
と
が

大
事
と
も
。
意
識
し
て
動
か
す

こ
と
で
、
筋
肉
内
を
張
り
巡
ら

す
神
経
が
働
き
出
し
、
神
経
の

働
き
が
活
発
な
る
と
、
脳
へ
の

信
号
も
増
え
て
い
く
。
つ
ま
り
、

脳
の
活
性
化
に
も
な
る
の
だ
。

『
脳
が
活
性
さ
れ
る
と
、
気
持

肉
）
と
腹
筋
は
、
寝

た
き
り
な
ら
２
日
で

１
％
、
風
邪
で
１
週

間
寝
込
め
ば
３
～

５
％
は
減
る
。
大
腿

四
頭
筋
の
筋
量
が
10

ｇ
を
切
る
と
、
歩
行

困
難
に
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
も
と
も
と

の
筋
量
を
で
き
る
だ

け
多
く
『
貯
筋
』
し

て
お
く
こ
と
が
高
齢

者
の
健
康
維
持
に
繋

が
る
。
ま
た
、
震
災

前
は
農
業
や
漁
業
で

身
体
を
動
か
し
て
き

た
人
も
、
油
断
し
て

は
い
け
な
い
と
警
鐘

を
鳴
ら
す
。
そ
も
そ

も
50
歳
を
過
ぎ
る
と

加
齢
に
伴
い
１
年
で

１
％
の
筋
量
が
減
少

す
る
と
い
う
デ
ー
タ

も
あ
り
、
長
年
の
労

働
で
貯
え
た
筋
力
も
、

動
か
な
け
れ
ば
確
実

ち
も
前
向
き
に
な
る
』
効
果
が

見
込
め
る
と
い
う
。「
自
分
の

身
体
は
自
分
で
守
り
、
元
気
な

身
体
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
高

齢
者
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
活
性
化
し

て
い
く
は
ず
で
す
」。

　

現
在
、
貯
筋
運
動
指
導
者
の

養
成
と
、
運
動
教
室
の
整
備
が

各
地
で
進
ん
で
い
る
。
痛
み
や

怪
我
を
予
防
し
な
が
ら
、
正
し

く
安
全
に
動
く
こ
と
を
指
導
で

き
る
指
導
者
に
つ
い
て
も
ら
う

こ
と
が
理
想
だ
。
健
康
・
体
力

づ
く
り
事
業
財
団
で
は
、
お
も

に
健
康
運
動
指
導
士
を
対
象
に

２
日
間
の
貯
筋
運
動
指
導
者
養

成
コ
ー
ス
も
設
け
て
い
る
。
福

永
先
生
か
ら
は
、「
私
も
今
年

は
講
演
な
ど
で
支
援
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が

あ
れ
ば
、
遠
慮
せ
ず
ご
連
絡
く

だ
さ
い
」
と
、
心
強
い
お
言
葉

も
。
寒
く
な
る
季
節
、
皆
で
身

体
を
動
か
す
こ
と
を
高
齢
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
活
か
し
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
貯
筋
運
動
に
つ

い
て
：
財
団
法
人
健
康
・
体

力
づ
く
り
事
業
財
団　

℡

03(6430)9114

／
福
永
先
生

に
つ
い
て
：
鹿
屋
体
育
大
学
総

務
課　

℡0994(46)4818

・

4819

　

震
災
か
ら
11
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

私
が
活
動
す
る
南
三
陸
町
戸
倉
地
区
で

は
86
％
と
い
う
圧
倒
的
な
全
半
壊
率
に

よ
り
、
ま
だ
ま
だ
都
市
機
能
の
回
復
が

果
た
せ
ず
に
い
ま
す
。
小
中
学
校
、
保

育
園
は
じ
め
派
出
所
、
公
民
館
、
果
て

は
ポ
ス
ト
や
街
灯
す
ら
満
足
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
戸
倉
地
区
に
直

接
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
あ
え
て

お
伝
え
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、「
楽
し

ん
で
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
く

だ
さ
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

支
援
の
フ
ェ
ー

ズ
も
緊
急
救
命

フ
ェ
ー
ズ
は
過
ぎ

去
り
、
最
近
は
被

災
者
の
方
か
ら

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
っ
た
分
の
お
返
し
が
し
た
い
。」
と

言
っ
て
い
た
だ
く
事
も
増
え
ま
し
た
。

今
の
フ
ェ
ー
ズ
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
も
あ
る
意
味
、「
受
け
取
り
上

手
」
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
被
災
地
で
ご
飯
を
出
さ
れ
て
も
、

お
土
産
を
渡
さ
れ
て
も
、
笑
顔
で
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
受
け
取
り
、

そ
の
か
わ
り
ま
た
遊
び
に
く
る
。
こ
ち

ら
で
は
、
み
な
さ
ん
長
く
お
つ
き
合
い

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
。

　

復
興
と
は
「
未
来
を
作
る
お
仕
事
」

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
町
民
も
、
地

域
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
歩
調
を
合
わ

せ
、
町
が
活
気
づ
い
て
い
く
様
を
「
楽

し
み
な
が
ら
」
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
方
的
な
支
援
者
、

被
災
者
の
お
つ
き
合
い
か
ら
、
人
間
同

士
の
お
つ
き
合
い
に
し
て
い
き
た
い
。
こ

れ
が
、
南
三
陸
町
戸
倉
地
区
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

毎
日
の
簡
単
な
運
動
が

健
康
と
自
立
へ
の
近
道

筋
肉
量
は
２
日
寝
た
ら
１
％
減
少

運
動
で
脳
も
活
性
化
さ
れ
る

椅子に浅く腰掛け、
前の椅子につかまって
立つ座るを繰り返す。

椅 子 の 背 を 持 っ て 立 ち、
片足を真横に向かって
上げ下げを繰り返す。

椅子の背を持って
支えながら立つ。
つま先立ちをして
元に戻すを繰り返す。

立ち椅子に手を添え、
椅子の反対側の脚を
ひざを曲げながら上げ下げ。

高齢者を孤立させない
コミュニティづくりは

『 貯 筋 運 動 』 で！

１．椅子座り立ち

3．背伸び　 4．横への脚上げ ５．上体起こし

２．もも上げ　

テンポよく
16 回

テンポよく
16 回

左右
16 回

左右
16 回

ゆっくり
上げ下ろし

８回

背中を丸め、腕を胸で交差させ、
へそを見る感じで上体を起こす。
背に座布団などを置いて補助に。

「貯筋運動」の行い方
健康・体力づくり事業財団のホームページ
では運動の解説を歌にあわせた動画で紹介
している。椅子に座ったままできる運動
も。http://www.health-net.or.jp/tyousa/
tyokin/douga.html

吉里吉里方面→

　ここは昨年の 12 月 17 日に大槌町の北
小学校の校庭にオープンした仮設商店
街・福幸きらり商店街。スーパー、お弁
当屋、レンタルビデオショップ、電器屋、
洋裁店、お菓子屋、自転車屋、美容院、
スナックなど、およそ 40 店舗が入ってい
る。約９割の事業所が被災した大槌町
だったが、仮設商店街を機に一部の事業
主が店舗を再開した。

　オガサワラ写真は町の人が持ち込んだ
痛んだ写真の修復。写真の中のキレイな
部分を使って思い出の一枚をよみがえら
せている。
　手作り工房シフォンはチーズパンやシ
フォンケーキを手作りする。柔らかいケー
キ生地には果物が混ぜられていて、この
日は生オレンジの酸味が香った。さいき
んは宮古や釜石からわざわざ買いに来て
くれる人もいるのだという。
　さんぷく衣料店は、お祭りのまわしを
縫っている。春先には、新しい門出を迎

える中学生たちの制服の採寸が始まって
忙しくなる……。
　NＰＯ法人遠野まごころネットは、買物
の休憩やバスの待ち時間に利用できるよ
うにと休憩所を設けた。コーヒーをいただ
きにいくとなじみらしい人が訪れていた。
　日が暮れると明かりがともり、赤い看板
の七福では 500 円で焼き鳥定食を食べさ
せてくれる。震災前に妹がやっていたお
店を続けたいという思いから開店。聞き
かじっていたレシピを元に妹直伝のタレを
再現した。なじみだったお客さんから「同
じ味だよ」と言われたのが何よりうれし
かったと話す。
　少し離れたカウンターでは男性が２人
お酒と焼き鳥、もつ煮込みを食べていた。
商店街内店舗のタクシーで家路に着くの
かもしれない。
　閉店間際に入ったほっかほっか亭で、
地元の男性が夕食にとのり弁当を買って
いった。カウンター越しの「今日はどう？」
の二言三言が交わされる。

　オープンしたからといって運営が手放し
でうまくいくというわけではなく、課題も少
なくないのだろう。でも、ここでは顔が見
えるし、何よりも温もりが感じられる。商
店街としては、季節のイベントを開催した
り、移動手段がない人のために無料の送
迎タクシーを出すなどのきっかけづくりで
地元の人の来場を促すなどをしているが、
このほのかにただよう安心感もまた、地元
復興への第一歩なのだと思う。

45

45

26

大槌バイパス

26

城山トンネル

大槌町役場
仮庁舎

旧大槌病院

復興食堂

↓釜石方面

マスト
〒 028-1131
岩手県上閉伊郡大槌町大槌第 23 地割 9
岩手県交通のバス「道の駅やまだ線」「赤浜線」
の「旧大槌病院」停留所より徒歩 5 分

住所

大槌B.P.沢山
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ォ
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ボランティアも町民も、お互い楽しんで
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数
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
方
か
ら
複
数
部
を
発
送
し
て
欲

し
い
旨
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
「
紙
」
の
持
つ
力
を
感
じ

た
次
第
だ
。

　

先
日
、
仙
台
で
の
取
材
の
折
、

新
聞
社
の
方
か
ら
一
冊
の
本
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
。
河
北
新
報

社
の
一
力
一
夫
社
主
が
東
大
新
聞

研
究
所
で
の
講
義
を
ま
と
め
ら
れ

た
『
実
践
新
聞
論
』。
大
正
生
ま

れ
の
著
者
が
30
年
も
前
に
記
し
た

本
な
の
だ
が
、
本
当
に
学
ぶ
べ
き

こ
と
が
多
く
、
唸
ら
さ
れ
る
。

　

よ
い
新
聞
と
は
、
と
の
問
い
に

始
ま
り
、
国
内
の
新
聞
の
詳
細

な
成
り
立
ち
と
新
聞
社
の
興
亡

を
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら
解
説
さ

れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
と
は
「
未

知
の
事
を
知
ら
せ
る
」
だ
け
で
な

く
、「
既
知
の
事
実
を
確
認
さ
せ

る
」
も
の
で
も
あ
る
と
説
き
、
新

聞
に
は
「
論
説
」
と
「
編
集
」

の
２
つ
の
要
素
し
か
な
く
、
広
告

も
広
告
主
の
責
任
に
お
け
る
編
集

で
あ
る
と
論
じ
る
。
新
聞
を
愛
し

つ
く
し
た
筆
者
の
想
い
が
詰
ま
っ

た
名
著
で
あ
り
、
も
っ
と
早
く
出

会
え
て
い
れ
ば
と
思
う
。

　

古
本
で
手
に
入
れ
た
こ
の
本
に
、

唯
一
赤
線
が
引
い
て
あ
っ
た
箇
所

が
あ
っ
た
。「
足
で
取
材
し
て
、

足
で
配
る
。
最
初
と
最
後
だ
け

は
永
久
に
機
械
化
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」。
残
念
な
が
ら
足
で

配
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
最
初

の
、
足
で
取
材
す
る
と
こ
ろ
だ
け

は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

（
Ｔ
）

　

東
北
復
興
新
聞
の
第

一
号
は
約
一
千
部
を
発
送

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今

後
の
発
送
の
要
否
、
ま

た
希
望
さ
れ
る
発
送
部

め
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
柄
が

完
成
。
思
い
が
伝
わ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
で
き
た
。
刺
し
子
専

門
店
特
製
の
糸
を
採
用
、「
刺

し
子
」
の
技
術
も
毎
週
の
講
習

会
で
伸
ば
し
、
体
制
が
整
っ
た
。

大
槌
刺
し
子
は
、
県
外
で
の
物

産
展
な
ど
で
も
人
気
を
博
し
て

い
る
。

　
「
働
く
こ
と
は
、
被
災
者
の

方
に
『
自
尊
心
』
や
『
誇
り
』

を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。
大
槌
刺

し
子
が
産
業
と
し
て
根
付
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
吉

野
さ
ん
は
語
る
。

■
か
も
め
ふ
き
ん
１
２
０
０
円

（
う
ち
５
０
０
円
が
刺
し
子
さ

ん
の
収
入
に
）
／
大
槌
復
興
刺

し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト http://

osp2011.web.fc2.com
/

い
た
吉
野
和
也
さ
ん
が
、
す
る

こ
と
が
な
い
大
槌
の
女
性
た
ち

を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。　

「
や
る
べ
き
こ
と
」

を
作
ろ
う
と
、
現

地
の
女
性
た
ち
と

意
見
交
換
を
し
、

針
と
糸
が
あ
れ
ば

誰
で
も
で
き
る

「
刺
し
子
」
で
ふ

き
ん
を
作
る
こ
と

に
決
定
。『
大
槌

復
興
刺
し
子
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
が
立

ち
上
が
っ
た
。　

　
「『
同
情
』
で
は

以
来
、
４
４
３
６
枚
、
約
３
９

１
万
円
を
売
り
上
げ
て
い
る
。

　

復
興
支
援
で
現
地
入
り
し
て

な
く
『
品
質
』
で
買
っ
て
も
ら

う
」
た
め
に
、
東
京
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
依
頼
し
、
町
の
鳥
か
も

　

岩
手
県
大
槌
町
の
女
性
１
５

６
人
が
手
作
り
し
て
い
る
、

『
大
槌
か
も
め
ふ
き
ん
』。
発
売

ガ
や
団
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知

を
す
れ
ば
、
見
た
人
が
サ
イ
ト

を
訪
れ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支

払
い
を
す
る
、
と
い
う
寄
付
行

為
を
ウ
ェ
ブ
上
で
完
結
す
る
こ
と

が
可
能
だ
。

　
「Just Giving

」
で
は
、
寄
付

者
が
支
援
先
を
指
定
す
る
の
で

は
な
く
、
支
援
先
を
支
持
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
応
援
す

る
形
で
寄
付
を
行
う
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
は
サ
イ
ト
上
で
「
マ
ラ
ソ

ン
を
完
走
す
る
」「
今
年
中
に
３

キ
ロ
痩
せ
る
」
な
ど
の
目
標
を
宣

言
。
そ
れ
に
対
し
閲
覧
者
が
応

援
を
表
明
す
る
と
寄
付
が
成
立

す
る
た
め
、
多
く
の
チ
ャ
レ
ン

　

活
動
資
金
の
確
保
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
共
通
す
る
課
題
。
寄
付
は

大
き
な
財
源
だ
が
、
自
力
で
広

く
寄
付
を
募
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
ん
な
悩
み
を
解
消
す
る
新
し

い
手
法
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
寄
付
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
サ
イ

ト
」「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら

の
サ
ー
ビ
ス
に
団
体
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
登
録
し
て
お
く
と
、
サ

イ
ト
を
訪
れ
た
人
か
ら
寄
付
を

募
る
こ
と
が
で
き
る
。
寄
付
金
を

受
け
取
る
際
に
は
手
数
料
が
か

か
る
が
、
登
録
は
無
料
。
メ
ル
マ

ジ
ャ
ー
を
集
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

　
「READYFOR?

」
で
は
、
団

体
や
個
人
が
取
り
組
み
た
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
登
録
し
、
募
集
期
間

内
に
目
標
金
額
が
集
ま
っ
た
場
合

の
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
の
た

め
の
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
多

く
の
人
の
共
感
を
呼
び
寄
付
を

集
め
る
た
め
に
は
、
団
体
の
目

指
す
社
会
の
あ
り
方
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
意
義
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
寄
付

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、

気
持
ち
の
面
で
も
資
金
面
で
も
、

多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
活
動

を
推
進
し
よ
う
。

厳しい寒さが続き岩手県沿岸部に雪が
積もった。気温も氷点下の日が続く。

●新しい公共フォーラム２０１２第２回
「東日本大震災復興 NPO 支援・全国プロ

ジェクト『第２回支援フォーラム』
【日時】２月１９日（日）１１時～１８

時【場所】立正大学大崎キャンパス【内
容】「新しい公共」という視点からの復
興支援活動報告。「今後復興について行
う NPO の課題とは何か？」についてパ
ネルディスカッションを実施。参加費無
料【主催】東日本大震災復興 NPO 支援・
全国プロジェクト【申込】http://shimin-
cabinet.net【問い合わせ】０３（３４５６）
１６１１（事務局）
●震災と人権～一人一人の心の復興を目
指して～（人権シンポジウム in 仙台）

【日時】２月１１日（土）１３時２０分～
１６時３０分（受付１２時３０分）【場所】
ＴＫＰガーデンシティ仙台・ホールＢ【内

容】様々な形で復興支援を行なっている
方を招き、“ 心 ” の復興を考える。参加
費無料【主催】財団法人人権教育啓発推
進 セ ン タ ー【 申 込 】http://www.jinken.
or.jp/archives/6199【問い合わせ】０３

（５７７７）１９１８（事務局）
●『福島の未来を創造する若者のための
ファシリテーション講座』～会津から、
ふくしまの未来を考える～

【日時】２月２６日（日）１０時～１６時
３０分【場所】会津大学【内容】話し合
いの進め方である「ファシリテーション」
を学ぶ。福島に想いを寄せる若者が集合。
参加費無料【主催】Link with ふくしま【申
込 】http://link-with-fukushima.blogspot.
com【問い合わせ】link.with.fukushima@
gmail.com（担当：秋山）※イベント情報随
時募集中！掲載ご希望の方は press@h-u-g.jp まで。

サービス名 特徴・URL

JustGiving Japan 
（団体）

チャレンジャーを応援しながら
寄付を行う 
http://justgiving.jp/

READYFOR? 
（プロジェクト）

団体でも個人でもプロジェクトを
登録可能 
https://readyfor.jp/

microbank 
（プロジェクト）

プロジェクト資金は目標金額に
届かなくても提供される 
http://www.micro-bank.jp/

ORIZURU 
（団体・プロジェクト）

東日本大震災の復興支援に特化 
http://orizuru.hiking.to/

givee 
（プロジェクト）

被災地の経済/文化を活性化を
目的としている 
http://www.givee.jp/

ハートスタイル 
（プロジェクト）

オークションの売上げが
寄付になる 
http://heart-style.jp/

（ ）内は支援先の登録単位

日本国内の主な寄付プラットフォームサービス

1

資
金
集
め
の
新
し
い
手
法

寄
付
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
イ
ト

岩手沿岸部に雪化粧

明日への希望をこめたひと針

大槌かもめふきん
大槌復興刺し子プロジェクト
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